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中津川市子育てサポーター認定者

岐阜県子育てマイスター認定者

連絡先 090-7698-8799

『まあるいこころ』理念

子育てには喜びとともに、たくさんの心
配ごとや悩みごとがつきもの。私たちは
そんなお母さんや、子どもたちに寄り
添って、一緒に子育てを楽しみながら、
子どもとともに自らも育ちたい。

そんな「明るく」「元気な」お母さんた
ちが作り上げた子育て支援団体です。

活動内容
●集団託児
●乳幼児学級・家庭教育学級・子育て支援
ワークライフバランスセミナー等の企画
運営・講師
●子育て相談
●学習会の開催（読み聞かせサポーター、子育て

緊急サポーター、わらべうた等）
●にぎわいプラザ子育て支援センター業務受託
●幼保・小学校 読み聞かせキャラバン隊
●保育士助手

平成28年度年間活動数
事業数 802件
実動人数 2,698人

一日に約７人のスタッフが中
津川市全域にまあるいこころ
を届けています～

中津川市は核家族化や地域社会の希薄化が進み、子育てに不安をかかえる親が増えている現状
を踏まえ、平成20年度10月から1年間、18回の「子育てサポーター養成講座」を開講。この講
座では家庭教育支援の充実を目指し、親への子育てに関する助言や子育て交流事業の企画・推
進、子育てネットワークの運営などの活動を担う人材「子育てサポーター」の養成を行いまし
た。講座を通じて様々な学習や感動的な体験をした90人の修了生からあふれ出したのは、「こ
の講座で学んだスキルを活かしたい」「一人ではできないけれど、みんなと一緒なら、なにか
できるかもしれない」という声・声・声…。 そんな、みんなの想いが集まって
「すくすくわくわくまあるいこころ」が誕生しました！

講座の様子 救急救命法（赤十字
幼児安全法）も実習

おんぶにだっこ…等
集団託児実習



乳幼児期家庭教育学級の取り組み

家庭教育学級は、親が子どもの心身の発達上の課題などを学び、親の役割や
家庭の在り方を再認識するなど家庭教育に関する学習機会として重要であるば
かりでなく、この事業を通じて同じ悩みを持つ親同士が相互に交流し合い、親
の自発的な学習を促していくことが重要と考えます。私たち家庭教育支援チー
ムは地域に根ざした乳幼児学級のサポートに力を入れています。

【乳幼児学級の企画運営】
地域のサポーターが年間を通じて担当するため、親さんが安心して話や相談ができる。
市内全域で活動している為、１３地域の乳幼児学級の様子を把握し、地域性を生かしながら
も、家庭教育の基本、意義を伝えていくことができる。

学びの機会

３つのバランスを
考えた学級づくり

親子の
ふれあい

親同士の
交流

【サポート】
親さんが自発的に動ける学級を目指し、サポートす
ることを心がけている。
乳幼児学級マニュアルを基に進行表を作成し、グルー
プごとに当番制で受付、司会進行、価値づけできるよ
うにしている。
お母さん方が集中して講話を聴いたり、救急救命法な
どを学ぶ時には、集団託児を行います。

【講師】
親子ふれあいあそび、食育、手作りおもちゃ、読み
聞かせ、リズムあそび、新聞あそび、継承していきた
いわらべうたあそび、地域のつながりを大切にした三
世代交流、水遊び、季節感のある思い出づくり等
一度やったら終わりではなく、お母さん方が家でも気
軽にやってみようと思える内容。日ごろの子育てに
取り入れられる内容。


